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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第17期

第２四半期連結
累計期間

第18期
第２四半期連結
累計期間

第17期

会計期間
自平成27年１月１日
至平成27年６月30日

自平成28年１月１日
至平成28年６月30日

自平成27年１月１日
至平成27年12月31日

売上高 （百万円） 123,074 103,215 236,826

経常損益 （百万円） 15,339 4,306 25,538

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純損益
（百万円） 10,913 2,307 19,747

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 16,817 △9,001 21,763

純資産額 （百万円） 242,528 231,213 244,540

総資産額 （百万円） 500,162 475,339 489,842

１株当たり四半期（当期）純損

益金額
（円） 40.38 7.87 70.06

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） 37.70 － 67.77

自己資本比率 （％） 41.7 42.7 43.2

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 15,305 13,830 31,768

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △5,843 △11,416 △13,416

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △24,545 △3,413 △38,136

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 51,442 40,873 45,809

 

回次
第17期

第２四半期連結
会計期間

第18期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自平成27年４月１日
至平成27年６月30日

自平成28年４月１日
至平成28年６月30日

１株当たり四半期純損益金額 （円） 20.40 2.49

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第18期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純損益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純損益」としておりま

す。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)業績の状況

当第２四半期連結累計期間の半導体用シリコンウェーハ市場は昨年後半からの需要調整が終わり、回復基調とな

りました。ロジック向け300mmウェーハは、ＰＣ・タブレットの販売低迷が継続したものの、スマートフォンの在庫

調整が終了したことから、ファウンドリー向けを中心に回復基調となりました。メモリー向けはデータセンター向

けやスマートフォンのメモリー搭載容量増加により堅調に推移しました。また、200mm以下の小口径ウェーハは、堅

調な車載向けに加え、民生・産業向けで回復が始まりました。

一方、足許での急激な円高の進行は、当社グループの業績に大きな影響を与えました。

このような環境のもと、当社グループでは、「ＳＵＭＣＯビジョン」の方針に基づき、顧客の高精度化要求や製

品の差別化に対応した技術開発により顧客でのプレゼンスを高めるとともに、コスト低減による損益分岐点の改善

に努めてまいりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高は 103,215百万円（前年同四半

期比16.1％減）、営業利益は 6,193百万円（前年同四半期比66.3％減）、経常利益は 4,306百万円（前年同四半期

比71.9％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は 2,307百万円（前年同四半期比78.9％減）となりました。

なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13

日）等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

また、当社グループの事業は単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

 

(2)キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は前連結会計年度末に比べ4,936百万円減少し、40,873

百万円となりました。これは営業活動によるキャッシュ・フローが13,830百万円、投資活動によるキャッシュ・フ

ローが△11,416百万円、財務活動によるキャッシュ・フローが△3,413百万円、現金及び現金同等物に係る換算差額

が△3,937百万円となったことによるものであります。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 （営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは13,830百万円（前年同四半期は15,305百万円）となりました。これはたな

卸資産の増減額が△9,056百万円であったものの、税金等調整前四半期純利益が4,306百万円、減価償却費が10,284

百万円、売上債権の増減額が4,122百万円、仕入債務の増減額が1,991百万円であったことが主な要因であります。

 （投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは△11,416百万円（前年同四半期は△5,843百万円）となりました。これは有

形及び無形固定資産の取得による支出△11,172百万円が主な要因であります。

 （財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは△3,413百万円（前年同四半期は△24,545百万円）となりました。これは配

当金の支払額△2,932百万円が主な要因であります。

 

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4)研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発費の総額は、2,716百万円であり、連結売上高の2.6％であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発の状況に重要な変更はありません。
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(5)主要な設備

前連結会計年度末から主要な設備の新設等について重要な変更はありません。

なお、当社は、平成27年４月27日に公募増資を実施いたしました。当該公募増資の手取額のうち26,000百万円を

当社の設備投資資金に、4,000百万円を当社子会社（SUMCO TECHXIV株式会社）が設備投資資金に充てるための投融

資資金に充当いたします。

当該設備投資計画の内訳は、次のとおりであります。

会社名 設備の内容

投資予定額

資金調達方法 着手年月 完了予定年月
完成後の

増加能力投資総額

（百万円）

既支払額

（百万円）

提出会社

（株式会社ＳＵＭＣＯ）

300㎜シリコンウェー

ハの高精度化対応設備
26,000 10,526 増資資金 平成27年１月 平成29年12月 （注）

SUMCO TECHXIV株式会社
300㎜シリコンウェー

ハの高精度化対応設備
4,000 701 借入金 平成27年１月 平成29年12月 （注）

合計  30,000 11,227     

（注）　300㎜シリコンウェーハ製造用設備の高精度化対応を目的としており、完成後においても顕著な能力増加は見

込んでおりません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 804,000,000

計 804,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 293,285,539 293,285,539
株式会社東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 293,285,539 293,285,539 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成28年４月１日～

平成28年６月30日
－ 293,285,539 － 138,718 － 3,611
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（６）【大株主の状況】

  平成28年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

新日鐵住金株式会社 東京都千代田区丸の内２丁目６－１ 53,933 18.39

三菱マテリアル株式会社 東京都千代田区大手町１丁目３番２号 53,933 18.39

GOLDMAN SACHS INTERNATIONAL

（常任代理人　ゴールドマン・サッ

クス証券株式会社）

133 FLEET STREET LONDON EC4A 2BB U.K.

（東京都港区六本木６丁目10番１号

六本木ヒルズ森タワー）

16,072 5.48

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８－11 10,536 3.59

STATE STREET BANK AND TRUST

COMPANY

（常任代理人 香港上海銀行東京支

店カストディ業務部）

ONE LINCOLN STREET, BOSTON MA USA 02111

（東京都中央区日本橋３丁目11－１）
9,552 3.26

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11番３号 8,402 2.86

資産管理サービス信託銀行株式会社

（投信受入担保口）

東京都中央区晴海１丁目８－12

晴海アイランド　トリトンスクエア　

オフィスタワーＺ棟

6,462 2.20

STATE STREET BANK AND TRUST

COMPANY 505001

（常任代理人 株式会社みずほ銀行

決済営業部）

P.O.BOX 351 BOSTON MASSACHUSETTS 02101

U.S.A.

（東京都港区港南２丁目15－１

品川インターシティＡ棟）

3,747 1.28

STATE STREET BANK AND TRUST

COMPANY 505223

（常任代理人 株式会社みずほ銀行

決済営業部）

P.O.BOX 351 BOSTON MASSACHUSETTS 02101

U.S.A.

（東京都港区港南２丁目15－１

品川インターシティＡ棟）

3,476 1.19

BBH BOSTON CUSTODIAN FOR

BLACKROCK GLOBAL ALLOCATION

FUND, INC. 620313

（常任代理人 株式会社みずほ銀行

決済営業部）

100 BELLEVUE PARKWAY WILMINGTON,

DELAWARE 19809370000, USA

（東京都港区港南２丁目15－１

品川インターシティＡ棟）

3,192 1.09

計 － 169,308 57.73

　（注）信託銀行等の信託業務に係る株式数については、当社として網羅的に把握することができないため、株主名簿上

の名義での保有株式数を記載しております。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

6,800
－ 単元株式数100株

完全議決権株式（その他）
普通株式

293,203,500
2,932,035 同上

単元未満株式
普通株式

75,239
－ 同上

発行済株式総数 293,285,539 － －

総株主の議決権 － 2,932,035 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が200株含まれております。

また、「議決権の数」には同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

２．「単元未満株式」の普通株式には、当社名義の株式が26株含まれております。

 

②【自己株式等】

平成28年６月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

(株)ＳＵＭＣＯ
東京都港区芝浦一丁目２

番１号
6,800 － 6,800 0.00

計 － 6,800 － 6,800 0.00

 

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年４月１日から平

成28年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年１月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成27年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 41,913 31,430

受取手形及び売掛金 41,002 34,932

有価証券 5,000 10,400

商品及び製品 16,158 14,646

仕掛品 13,229 12,617

原材料及び貯蔵品 134,224 142,986

その他 ※３ 7,301 ※３ 6,792

貸倒引当金 △11 △8

流動資産合計 258,818 253,796

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 82,800 78,842

機械装置及び運搬具（純額） 49,362 46,415

土地 20,286 20,206

建設仮勘定 5,077 6,126

その他（純額） 1,057 1,045

有形固定資産合計 158,585 152,635

無形固定資産   

のれん 10,063 9,250

その他 3,896 4,340

無形固定資産合計 13,959 13,591

投資その他の資産   

投資有価証券 81 81

長期前渡金 ※３ 47,370 ※３ 45,723

繰延税金資産 6,494 5,275

その他 4,917 4,592

貸倒引当金 △385 △357

投資その他の資産合計 58,479 55,315

固定資産合計 231,024 221,542

資産合計 489,842 475,339
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成27年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 22,884 22,635

短期借入金 ※１,※２ 70,235 ※１,※２ 62,318

リース債務 1,254 1,658

未払法人税等 1,451 837

引当金 1,231 491

その他 14,493 15,695

流動負債合計 111,550 103,636

固定負債   

長期借入金 ※１ 105,988 ※１ 112,157

リース債務 2,887 3,760

退職給付に係る負債 20,058 20,320

その他 4,817 4,251

固定負債合計 133,751 140,489

負債合計 245,301 244,125

純資産の部   

株主資本   

資本金 138,718 138,718

資本剰余金 23,384 23,384

利益剰余金 48,502 47,876

自己株式 △11 △11

株主資本合計 210,594 209,969

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 0 0

繰延ヘッジ損益 △0 △5

土地再評価差額金 2,816 2,886

為替換算調整勘定 1,753 △6,718

退職給付に係る調整累計額 △3,481 △3,188

その他の包括利益累計額合計 1,088 △7,024

非支配株主持分 32,857 28,269

純資産合計 244,540 231,213

負債純資産合計 489,842 475,339
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年１月１日
　至　平成28年６月30日)

売上高 123,074 103,215

売上原価 92,082 84,938

売上総利益 30,991 18,277

販売費及び一般管理費 ※ 12,641 ※ 12,084

営業利益 18,350 6,193

営業外収益   

受取利息 47 36

受取配当金 － 18

受取保険金 1 286

その他 199 144

営業外収益合計 248 485

営業外費用   

支払利息 1,720 1,440

為替差損 144 589

その他 1,394 342

営業外費用合計 3,259 2,372

経常利益 15,339 4,306

税金等調整前四半期純利益 15,339 4,306

法人税等 2,357 813

四半期純利益 12,982 3,492

非支配株主に帰属する四半期純利益 2,068 1,185

親会社株主に帰属する四半期純利益 10,913 2,307
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年１月１日
　至　平成28年６月30日)

四半期純利益 12,982 3,492

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 0 △0

繰延ヘッジ損益 0 △4

土地再評価差額金 145 70

為替換算調整勘定 3,493 △12,885

退職給付に係る調整額 196 325

その他の包括利益合計 3,835 △12,494

四半期包括利益 16,817 △9,001

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 13,172 △5,805

非支配株主に係る四半期包括利益 3,645 △3,196
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年１月１日
　至　平成28年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 15,339 4,306

減価償却費 10,465 10,284

のれん償却額 828 812

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3 △1

受取利息及び受取配当金 △47 △54

支払利息 1,720 1,440

売上債権の増減額（△は増加） △2,367 4,122

たな卸資産の増減額（△は増加） △6,399 △9,056

仕入債務の増減額（△は減少） △2,326 1,991

その他 687 2,617

小計 17,903 16,462

利息及び配当金の受取額 47 53

利息の支払額 △1,735 △1,505

法人税等の支払額 △910 △1,179

営業活動によるキャッシュ・フロー 15,305 13,830

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形及び無形固定資産の取得による支出 △5,861 △11,172

その他 18 △244

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,843 △11,416

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 10,096 △11,122

長期借入れによる収入 － 32,834

長期借入金の返済による支出 △42,907 △23,458

セール・アンド・リースバックによる収入 1,500 1,998

リース債務の返済による支出 △575 △732

株式の発行による収入 63,901 －

自己株式の取得による支出 △54,404 △0

配当金の支払額 △2,155 △2,932

財務活動によるキャッシュ・フロー △24,545 △3,413

現金及び現金同等物に係る換算差額 808 △3,937

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △14,274 △4,936

現金及び現金同等物の期首残高 65,716 45,809

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 51,442 ※ 40,873
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基

準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業

分離等会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対

する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度

の費用として計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結

合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会

計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及

び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前

第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを

行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び

事業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時

点から将来にわたって適用しております。

なお、この変更による当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への

影響はありません。また、当第２四半期連結会計期間末の資本剰余金への影響はありません。

 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関

する実務上の取扱い」（実務対応報告第32号　平成28年６月17日）を当第２四半期連結会計期間から適用し、

平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更して

おります。

なお、この変更による当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への

影響は軽微であります。

 

（追加情報）

（法人税等の税率の変更による影響）

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法律第15号）及び「地方税法等の一部を改正する等の法

律」（平成28年法律第13号）が平成28年３月31日に公布され、平成28年４月１日以後に開始する連結会計年度

から法人税率等の引下げ等が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算

に使用する法定実効税率は、平成29年１月１日以後に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異等に

ついて従来の32.0％から、平成29年１月１日に開始する連結会計年度及び平成30年１月１日に開始する連結会

計年度に解消が見込まれる一時差異等については30.6％に、平成31年１月１日に開始する連結会計年度以降に

解消が見込まれる一時差異等については30.4％となります。

この税率変更により、繰延税金資産は４百万円、繰延税金負債は12百万円減少し、法人税等は７百万円減少

しております。また、再評価に係る繰延税金負債は70百万円減少し、土地再評価差額金は同額増加しておりま

す。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１．当社は金融機関からの借入に対し、当社の連結及び個別貸借対照表の純資産並びに当社の連結キャッシュ・フ

ロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローについて一定水準の維持の確保を内容とする財務制限条項が付さ

れております。

なお、当該借入金残高は以下のとおりであります。

 
 

前連結会計年度
（平成27年12月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成28年６月30日）

長期借入金 31,768百万円 25,152百万円

（内、１年内返済予定額） (13,232) (13,232)
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※２．当社は運転資金の柔軟な調達を行うため、金融機関とコミットメントライン契約を締結しておりますが、当該契

約には、当社の連結及び個別貸借対照表の純資産並びに当社の連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動による

キャッシュ・フローについて一定水準の維持の確保を内容とする財務制限条項が付されております。

なお、コミットメントライン契約による借入未実行残高は以下のとおりであります。

 　前連結会計年度 　当第２四半期連結会計期間

 　（平成27年12月31日） （平成28年６月30日）

　コミットメントライン契約の総額 89,300百万円 89,300百万円

　借入実行残高 21,874 10,751

　差引額 67,425 78,548

 

※３．当社及び一部連結子会社は、シリコンウェーハの主要原材料である多結晶シリコンを調達するため、多結晶シリ

コンメーカーとの間で長期購入契約を締結しておりますが、当該契約に則りその一部について前渡金を支払ってお

ります。

 

４．当社は多結晶シリコン在庫の増加抑制及び資金調達の多様化を目的とし、多結晶シリコン長期購入契約の一部に

ついて、極度額の範囲内で、その長期契約における当社の購入者としての地位を譲渡先に譲渡する契約等（以下、

譲渡契約等）を締結しております。

この譲渡契約等では、譲渡先が譲渡契約等により購入した在庫を一定期間内に、当社または第三者へ売却処分で

きない場合、または当社が一定の財務制限条項に抵触するなどの解除条項に抵触した場合には、当社は残額金（譲

渡先に残る在庫相当額）を譲渡先に支払い、同時にその在庫を引き取ることとなります。

なお、譲渡契約等による極度額及び残額金相当額は以下のとおりであります。

 
 

前連結会計年度
（平成27年12月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成28年６月30日）

極度額 20,000百万円 20,000百万円

残額金相当額 7,814 －

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

　前第２四半期連結累計期間

（自　平成27年１月１日

　　至　平成27年６月30日）

　当第２四半期連結累計期間

（自　平成28年１月１日

　　至　平成28年６月30日）

給与手当及び賞与 2,506百万円 2,421百万円

研究開発費 2,741 2,716

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 

 

 

　前第２四半期連結累計期間

（自　平成27年１月１日

至　平成27年６月30日）

　当第２四半期連結累計期間

（自　平成28年１月１日

至　平成28年６月30日）

　現金及び預金勘定 　45,342百万円 　31,430百万円

　預入期間が３ヶ月を超える定期預金 － △957

　取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短

期投資（有価証券）
6,100 10,400

　現金及び現金同等物 　51,442 40,873
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年１月１日　至　平成27年６月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年３月25日

定時株主総会

普通株式 1,030 4.00 平成26年12月31日 平成27年３月26日 利益剰余金

Ａ種種類株式 1,125 2,500,000.00 平成26年12月31日 平成27年３月26日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年８月６日

取締役会
普通株式 2,932 10.00 平成27年６月30日 平成27年９月28日 利益剰余金

 

３．株主資本の金額の著しい変動

（1）資本準備金の額の減少

当社は、平成27年４月14日に、会社法第448条第１項の規定に基づき、資本準備金の額の減少を行

い、その他資本剰余金に振り替えました。

資本準備金の減少額　　　　　　　9,000,000,000円

その他資本剰余金の増加額　　　　9,000,000,000円

 

（2）新株式発行、並びに新株発行と同時の資本金及び資本準備金の額の減少

①公募増資による新株式発行

当社は、平成27年４月２日開催の取締役会において、当社普通株式の公募増資を行うことを決議

し、平成27年４月27日に普通株式33,903,800株を発行しました。

資本金の増加額　　　　　　　　 30,638,864,060円

資本準備金の増加額　　　　　　 30,638,864,060円

 

②資本金及び資本準備金の額の減少

当社は、前記「①公募増資による新株式発行」と同日に、会社法第447条第１項及び第３項並びに

第448条第１項及び第３項の規定に基づき、資本金及び資本準備金の額の減少を行い、その他資本剰

余金に振り替えました。

資本金の減少額　　　　　　　　 30,000,000,000円

資本準備金の減少額　　　　　　 30,000,000,000円

その他資本剰余金の増加額　　　 60,000,000,000円

 

（3）自己株式の取得

①Ａ種種類株式

当社は、会社法第167条の規定に基づき、平成27年５月11日に、Ａ種種類株式450株を取得し、その

対価として金銭並びにＢ種種類株式450株を交付しました。

自己株式の取得額　　　　　　　 45,403,767,123円

 

②Ｂ種種類株式

当社は、会社法第156条第１項の規定に基づき、前記「①Ａ種種類株式」と同日に、Ｂ種種類株式

450株を取得し、その対価として金銭を交付しました。

自己株式の取得額　　　　　　　　9,000,000,000円
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（4）自己株式の消却

当社は、平成27年４月２日開催の取締役会において、前記「（3）自己株式の取得」に記載した自己

株式の全てについて消却することを決議し、平成27年５月11日に当該自己株式を会社法第178条の規定

に基づき消却を行い、その他資本剰余金が同額減少しました。

その他資本剰余金の減少額　　　 54,403,767,123円

自己株式の消却額　　　　　　　 54,403,767,123円

 

（5）第三者割当増資による新株式発行

当社は、平成27年４月２日開催の取締役会において、オーバーアロットメントによる売出しに関連し

て行われる第三者割当増資を決議し、平成27年５月25日に普通株式1,630,000株を発行しました。

資本金の増加額　　　　　　　　　1,473,031,000円

資本準備金の増加額　　　　　　　1,473,031,000円

 

これらの結果、当第２四半期連結累計期間において資本金が2,111百万円増加し、当第２四半期連結会

計期間末の資本金が138,718百万円となっております。また、当第２四半期連結累計期間において資本準

備金が6,888百万円減少し、その他資本剰余金が14,596百万円増加したことにより、資本剰余金が7,708百

万円増加し、当第２四半期連結会計期間末の資本剰余金が23,384百万円となっております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成28年１月１日　至　平成28年６月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年３月29日

定時株主総会
普通株式 2,932 10.00 平成27年12月31日 平成28年３月30日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年８月５日

取締役会
普通株式 1,466 5.00 平成28年６月30日 平成28年９月28日 利益剰余金

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年１月１日　至　平成27年６月30日）

当社グループの事業は「高純度シリコン」のみの単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成28年１月１日　至　平成28年６月30日）

当社グループの事業は「高純度シリコン」のみの単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成27年１月１日
至　平成27年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年１月１日
至　平成28年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 40円38銭 ７円87銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
10,913 2,307

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（百万円）
10,913 2,307

普通株式の期中平均株式数（株） 270,253,877 293,278,730

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 37円70銭 －円－銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（百万円）
－ －

普通株式増加数（株） 19,226,913 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

────── ──────

（注）当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

平成28年８月５日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………1,466百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………５円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成28年９月28日

　（注）　平成28年６月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  
   
 

平成28年８月９日

株式会社ＳＵＭＣＯ

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 平野　満　　　印

 

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 長沼　洋佑　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＳＵＭ

ＣＯの平成28年１月１日から平成28年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成28年４月１日から平

成28年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年１月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＳＵＭＣＯ及び連結子会社の平成28年６月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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